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に
。
第
二
の
入
金
、
や
詰

η紐
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h
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事
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か
わ
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純
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滋
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ま
し
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翁
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友

警
司
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烈
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憾
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熟
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叩
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蜘
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台
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ど
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舵

同
国
民
都
品
滅
的
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齢
年
金
を
も
ら
鳴
っ
た
の
で
す
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年
余
い
い
も
知
可
て
お
く
レ
切
符
す
る
こ
幸
俊
け
政
れ
主
く
な
る
治
れ
も
で
て
一
向

め
に
は
郎
総
ま
で
に
然
体
燃
料
荘
一
山
年
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総
け
る
と
き
に
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入
し
‘
仕
事
を
や
、
鋭
利
な
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と
が
あ
り
ま
す
a
く
る
円
で
す
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介
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。
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縦
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も
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す
。
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で
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対
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t
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献
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磁
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叩
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ボ
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れ
ま
す
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年
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に
加
入
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ま
す
ゐ
そ
め
く
り
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げ
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品
椛
か
ら
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ト
げ
一
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も
し
、
部
品
械
に
な
っ
て
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緩
ま
で
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凶
怖
か
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ラ
リ
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?
ン
や
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務
図
的
妥
は
初
段
ま
で
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も
も
勺
ん
削
哉
の
場
合
一
叫
利
引

険
料
、
め
治
め
ま
す
と
、
郎
総
か
ら
亡
く
し
f
即
し
て
の
年
月
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時
、
肉
ら
加
入
し
て
い
は
尚
一
制
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身
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、
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め
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司
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滋
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年
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も
句
え
る
め
て
す
ロ
場
合
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世
く
と
も
あ
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約
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れ
ば
象
年
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加
入
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に
与
え
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典
が
仁
;

附
閥
次
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主
け
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な
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と
に
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融
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。
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仇
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葉
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摂
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ど
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取
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台
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仲
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台
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前
9
時
か
ら

9
時
加
分
ま
で
ヰ
ち
ゃ
ん
体
協
悼
を
行
い

ま
す
励
ニ
の
ほ
か
め
乳
幼
況
は
午
線
9

時
加
分
か
ら
日
時
ま
で

4
蝉

陣

地

応

絡

伸

縮

読
で
き
る
だ
け
棋
続
し
て
受
講
下
さ
い
刻
一

両
同
判
明
白
一

線
滋
に
つ
い
て
の
樹
校
在
行
い
ま
す
巴
一

乳
幼
況
は
除
き
ま
す
η

4

4

V
口問時

H
u
n
お
日
{
金
)
午
後
1
時
泊

分
か
ら
2
時

加

分

ま

で

〈

療

寝

間

判

明

談

v

相
マ
柑
籾
山
摘
柑
脇
市
岡
附
問
良
夫
川
判
決
千
日
臨
め
品
開
き
や
前
世
俗
ψ

持
終
的
な
心
絞

そ
mw
幼
い
つ
寸
も
係
機
問
問
、
創
刊
門
臨
開
~
絞
欄
間
協
捌
制
脱
き
ザ
3
や
出
制
糊
耕
一
の
あ
る

や
一
土
、
栄
務
上
に
よ
る
山
間
総
を
行
?
と
お
子
各
ん
め
給
制
耐
を
む
い
ま
す
。

い
ま
す
の
で
ご
判
例
く
だ
さ
い
。

V
銭
時
日
同
月
刊
開
設
{
本
)
受
付
円
以
午
後

1
t
i
l
t
i
4
3
2
5
1
1
1
1
1
1
f
i
l
i
-
-
寺

rzrw寺
ま
む

町
障
凶
鴎
鷹
瞳
「
計
十
十
護
争
終

l
縫

6
か
月
児
憾
燦
診
十
立
を
次
の
日
ハ
心
滋
察
、
鴨
持
制
制
緩
〉

利

時

で

行

い

ま

す

。

心

掛

偶

然

を

心

挺

さ

れ

る

お

子

さ

ん

を

V
持
参
す
る
も
の
母
子
総
厳
ず
絞
E

お
持
お
め
方
は
、
次
め
と
お
り
相
談
を

問
詩
菜
(
記
入
も
れ
の
な
い
よ
う
に
)
行
い
ま
す
。

4
1蟻
6
か
月
児
健
康
診
査
艮
程

V
震
時
口
H
R訪
日
(
本
)
受
付
は
午
後

ー
時
か
ら
2
時
ま
で

V
両
容
開
卵
診
、
勝
総

X
線
緯
査
、
血

げ
出
抑
制
定
、
心
穏
品
凶
検
査
、
診
察
等
の
結

楽
に
も
k
づ
い
て
滋
持
相
談

嘗
安
閑
m
h
稿
料

V
申
し
込
み
れ
U

同
時
間
山
阻
ま
で

ι同開幽附

拠
知
識
押
細
部
ヘ
議
団
尚
で

て?松舘
~m ::霊
iき白樺

?2需
ドで

坂も
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麻字予
友程イ

警よ与
や ζ二 Q

んよ
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予
鶴
接
種
は
器
鰻
機
関
一
で

三
種
裏
口
多
襲
猿

d
ばれわれわ

μ了後
、

幼
児
町
一
一
一
時
な
一
級
}
泌
九
日
予
約
後
三
年
以
上
位
日
逸
し
た
幼
児
で
6
統
的
議

援
を
次
の
緩
嬢
掛
時
期
間
で
関
滋
に
一
行
い
ま
ゑ
留
ま
で
の
幼
児
。

す
。
該
当
者
は
窓
幅
増
出
時
間
閣
に
申
込
惑
が
な
お
、
該
当
外
出
幼
児
は
協
定
外
で

用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
て
牽
接
申
し
込
す
の
で
有
科
と
な
り
ま
す
。

ん

で

下

さ

い

E

V

持

参

す

る

も

母

印

鐙

と

母

子

健

康

wv
勧
融
当
す
る
訪
問
先
祭
Z
綴
該
当
者
辻
手
緩

2
縦

士

条

約

誕

生

g
ま

で

の

室

副

割

問

剖

劃

劃

置

す
}
一
一
線
三
琴
別
併
合
子
隊
後
綴
を

1
-
2
2，
Illllili--lll
」

幼
児
的
措
琳
務
(
は
し
か
}
的
予
防
附
議

総
合
次
的
一
世
療
機
附
闘
で
然
別
刷
に
行
い
ま

す
q

級品一期制凶
M
w
m線
機
燃
に
申
込
織
が

問
問
殺
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
情
脇
被
市
し

円
叫
ん
で
〈
だ
荘
い
e

V
跡
岡
山
唱
す
る
品
州
問
m

l
絞
F

む
か
汚
か
ら

3
織
の
議
申
一
軒
ま
で
め
鈴
玲

な
お
、
該
当
制
対
的
幼
児
叫
同
級
波
舛
で

す
の
で
有
料
と
な
り
ま
す
ω

V
持
書
す
る
も
部
隊
鐙
と
母
子
捕
時
点
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手
銀
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7
持
か
ら
日
付
日
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め
い
開
問
略
的

滋
郊
に
あ
た
り
、
術
協
院
側
舎
の
先
住
者

議
憾
に
総
滅
的
教
慾
を
問
問
憾
L
宰
す
Q

山
思
議
さ
ん
も
ど
家
験
的
万
も
ま
た
部
齢

的
に
心
犯
な
方
な
ど
ご
誠
一
昨
お
誘
い
合

わ
せ
の

3
1え
是
非
受
講
さ
れ
、
治
療
に

予
防
に
役
立
て
て
下
さ
い
。

va時
い
ず
れ
も
金
畷
自
の
午
後
1

んらん戸、

1
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F

J

時
か
ら
2
時
間
分
で
す
u

溝

上

岡

崎

市

一

川

崎

立

さ

さ

と

は

ど

ん

な

病

気

か

務
先
抑
制
絞
を
次
的
自
総
で
行
い
ま
す
'
e
H
H
R
n
u
M
B
踏
段
構
的
決
め
方

V
路
線
れ
月
7
目
、
日
也
、
幻
程
、
日
付
月
脇
村
口
減
隊
約
と
…
絡
に
起
る
病
気

制
お
〈
い
ず
れ
も
路
線
川
口
〉
日
付
月
部
日
制
制
緩
抑
制
肉
食
事
と
治
栂

噛
マ
臓
猟
品
刊
時
欄
間
終
漁
す
る
相
判
制
芯
門
開
制
移
管
終
品
世
す
る
も
的
枕
点
配
削
川
悦
針

思
献
体
に

ど
協
力
犠

怖
時
必
総
体
議
品
問
問
問
珠
子
総
山
市
岬
AA

川府守

は
、
殿
下
的
協
き
ん
に
対

L
W門
学
的
従

属
枇
ふ
と
よ
い
席
問
者
に
な
2

て
似
く
た
的
に
.

r
へ
舟
を
九
上
?
っ
さ
れ
た
叫
ん
日
と
け
身
的
脅
…

滋
陪
砕
を
大
学
医
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部
に
礼
町
ー
ぶ
献
体
さ
れ

る
よ
う
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
“
こ
れ
ム

H

日
立
代
の
人
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が
よ
い
似
掃
を
F
A
け
る

事
を
軌
っ
て
い
ま
私
達
か
受
け
て
い
る

よ
い
奴
擦
に
い
叫
す
る
山
間
必
を
ご
山
口
分
町

、
一
地
「
体
的
鎚
併

μ
よ
っ
て
ド
ザ
由
党
以

に
協
力
す
る
と
い
う
れ
で
よ
す
も
の
で

枠
ラ
ん
の
ぶ
附
川
悦
あ
る
や
一
協
力
ー
を
お

V
問
い
合
わ
廿
子
制
鋼
大
学
緩
や
附
仰
向

千
榔
地
内
閥
的
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前
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F叫
例
市
紅
白
押
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の
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め
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叫
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殺
し
い
L

款
に
お
い
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
c

り
む
や
み
に
欧
、
え
た
り
引
か
ん
だ
り
止
が
齢
制
院
し
た
と
き
に
は
叫
泌
を
と
こ

va時
打
H
H
月

初

日

一

本

)

午

後

立

時

か

す

る

涼

閣

に

な
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ま

ず
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毎

日

紋

似

!

ん

袋

に

入

れ

る

な

と

し

て

向

い

生

ら
4
時
ま
で

l
防
は
散
歩
に
巡
れ
お
し
ま
し
ょ
う
a

か
災
任
を
も
勺
て
後
検
車
を
し
ま
し
ょ

V
議
臨
閉
山
陣
餓
セ
シ
タ
?
3
帥

閉

会

議

議

ま

た

主

欲

半

世

さ

せ

る

と

き

は

、

必

7
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W

マ

申

品

砲

揖

山

山

人

法

丸

世

市

川

端
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桝

か

印

刷

を

つ

け

て

く

だ

さ

い
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向

転

車

わ

ん
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来
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中
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で
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献

身

的

な

動
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申
し
込
み
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問
問
い
合
わ
せ
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な

ど

で
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仙

院

し

た

ま

ま

泌
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測

さ

せ

て

い

h

間
一
っ
と
き
同
ぺ
人
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役
会
に
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合
や
念
一

か

後
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で

事

災

聞

出

世

相

掛

削

減

北

品

川

分

絞

る

の

も

呂

ん

か

け

ま

す

が

、

総

代

人

に
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書

を
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江

さ

な

い
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ぱ
り
と
、
よ
い
一

円
湖
北
を
み

3
の
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宮
町

i
3
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え

た

り

し

て

危

険

で

す

。

し

つ

け

が

大

仰

で

す

…

ゑ

ま

で

中

し

込

ん

で

く

ど

さ

い

。

議

議
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弘
絞
め
ほ
と
ん
ど
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吠
え
て
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る
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滋
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、
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…
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れ

る

か

み

つ

く

な

ど
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国
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ま
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L
ち
之
、
追
い
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法
的
努
力
と
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V

て
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ま

せ

ん

か

む

つ

な

い

で

容

の
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で

す

か
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脳
間
い
争
点
的
紬
体
制
吋
放
し
飼
い
辻
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出
妥
曜
磁
調
!
;
:
に
か
り
で
す
c

滋
絞
め
人
た
ち
か
ら
も
叩
で

ほ

…

制

…

せ

攻

撃

校

、

も

帆

制

止

さ

れ

て
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の
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ニ
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ル
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解

事

句
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も
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て
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科

…
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重
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諮
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て

か
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ま

大

家

主

。

コ

ソ
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な

ま

去
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つ

な
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で
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て

み

務

必
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護
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車

車

欝

護

費

覇

襲

聾

鵬

鵬
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仏
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関
臨
調
関
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車
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輔
副
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翻
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縮
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不
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融
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日
日
1

持
れ
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計
れ
れ
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日
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で
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も
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轟
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緩
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介
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翻
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翻
舗
覇
空
目

前
州
一
品
メ
デ
ィ
ア
・

3
i三
拐
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
な
ど
と
い
う
よ
総
つ
た
め
に
は
、
滞
援
護
動
が
必
経
雛
輔
輔
輯
購
韓
関
山
舗
購
輔
輯
融
関
醐
輔
輔
輔
輔
韓
日
む
一

綴
総
長
二
5
人
喜
一
主
後
〈
お
う
な
毒
事
え
で
、
彼

L
R
E
で
す
。
運
動
不
足
は
ノ
イ
口

1
ぜ

に

な

躍

麗

鹿

覇

覇

J
J
議

砲

車

車

種

酒

覇

一

…

盗
塁
。
食
品
て
ゆ
く
私
上
・
下
、
れ

H
i
t
-川
H
1
1
1
H
H
H
i
l
I
H
-
-
H
H
I
l
l
-
-
H
I

一

(
ム
十
野
千
代
玄

?γ
ウ
ェ
イ
7

一

(
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農j日目自動車鶴公開講座生募集I IガーJlJスカウト新規募集説明会1

10月 18現在 *人口 109.137入C+2.船4人〉
(対筋年比〕 男 54.702人女 54.435人

*世構紋 32.818世帯〈十1.294世第〉

骨市役所本斤 85-1111
@つくし野支所 84-8801
@湖北台支所 88-0828
@湖北支所 88-2111
@布佐支所 89-2358
@教育委員会図 1151
申水道局 84-01竹
骨消防署凶 0'119
骨社会教育課 85-15竹
嘩市史鼠さん室 85-2481

@市民会館 84-3311
@市民図書聾館 84一竹10
申市民図書路湖北台分館 87-3055
@つつじ慈 88-0123
骨都市改造事務所 85-1171
骨中央公民館 82-0515
@身体障害者福祉センタ-88-0141 
骨生活環境畏u争化槽)87-2379 
{ゴミ )87-∞15(し尿)88-2547
@保健センタ-87-113'1 

日間団園
幅五喜百老:Ait護毅室を関龍1
市内在宅でね疋きり老人を介護

している家族の人のだめ巳、ねた

きり老人介護教委を開催します。

診日時刊月8日〔火:午後1時か

記

E
畑

楠

亙
晴
樹

豆

釦

ト

田

;〈
4

2

て
イ
一

B

D
情

一
ア
一
即
間
川

ン
一
?
剖
由

一
フ
一
胎
蹴
鞠

特

色

定

ら

点

」

日

@

か

@
10時から商工会館

う4時

@餓読勉強会 11月30E 午前

10時から

@手話勉強会 a痘月選日午後7
時から3隠湖北台市民センタ

@望鴎荘奉仕活動 11月15BC火〉

@鶴寿密奉仕活動竹月22日(火〉

砂問い合わ世社会福祉協議会

E841日9

|税を知る週間の催し|

砂場所市民会館大会議室

砂申し込み 5BC工〉までに福祉
課へ

|つくし野街角ライブラリゴ
子どもの手の省くところlこ読書

の楽しみを、あわせて大人!こも身

近な図書室ガわりとして、本の貸

出しと子ども向けの読み聞かせを

しています。 7∞O冊程の本ガ常設

@税の無料棺在員(時間はいずれも

午前T日時から午後4時ぎで〉
@抱そごう8階竹月11日から16臼

されていますので、ご事F司くださ @柏高島屋6階刊月刊日から17巳
い。 C16白を除く〉

砂貸出目白週火曜臼午後3碕か @くらしの怠かの税金展

ら5略、包週土曜巴午前10碕から @抱そごう8陪連絡通路11月刊日

正午 万ら16臼午前10碕かう午後6時

砂貸出場所つくし野コミユ二テ @テレビ股送番組〈メイコのくら

イホル しと税金〕

惨問い合わせ清水町84-()594 -フジテレビで包週土曜日の午前

10碕30分方ら45分〔昭干059年3月
|第31Q¥我漉子毅湾対話集含l31臼まで〉
:日持竹町3臼〈臼〉午前9蜘 1探

惨蝿所湖北台頭小体育館Iil'刀

砂内容①講演・三上満氏 ②分

烏

〈号F翼沼探鳥会〉
砂月包竹月6日(日〕雨天中止

[塑 手

郵便局では文化祭に切手展を開 黒立我孫子高等技術専門校では 砂対象第布団ー昭和5R年4月仁

催し、記念切手等の販売を行いま 市民を対象に自家用自動車の1日 小学校入学予定の女子6名

す。ま疋、我孫子郵趣会による我 自動車整信公開講座を行います。 第76団 小学校3年から5年生の
孫子市名所〈寺説〉の絵入り宮製 砂日持 11月5日〈土〉午前9時30 女子若干名

ハガキを販売します。 分から午後4跨30分まで〈言語天の 惨申し込み往復ハガキに住所、

砂日跨 11月5包〈土)6巳〔臼〉の 場合!れ2臼〉 氏名、生年月日、学仮名〈入学予

午前10跨ガら午後4筒まで 惨場所我孫子高等技術専門校 定〉、保護者名、電話番号を明記し、

惨場所中央公民館 砂内容臼常点僚の仕方と包分で 利用7日(消印有効〉まで1こ、第45

~問い合わぜ我孫子郵便局

H82-4251 

|住宅相談と習丁研ぎl
市民サービス住宅デ として無

料で住宅なんでも掲談と包丁研ぎ

を行います。
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|シルIi.一人材センター1
卜趣昧の書道教室l

年賀状二巴講座生を募集します。

砂内容漢字かな子年¢年賀

状ガ筆で書けるように

砂B時 111弓7日臼(金). 19臼(土〉

¢午後1時鉛分から4時30分

砂場所市民会館第4.5~~議案

砂会費刊∞月〈教材質含む〉

砂募集人員 40人(先着i漬〉

砂待ち物参加者に通知します。

砂締め切り 11用。巳(土〕

砂申し込み 往復ハガキに住所、

氏名、年齢、電話番号を明記し、

申告幸2607C社〉我孫子市シルバー人

材センター事務局へH88-22C日

ドノフトit同調轟嘉集1
ブヨフイトのある人待っていますo

'線習日時包週水土陸自の午

前9碕30分から正午

砂話量所 溺北台野琢場

砂連絡先クインクラブ

須賀H88-W70内尾H88-0905

会i 「@@@~@~
|ラじだーフピ戸ノ担奏会|
'78年第 6同ザャイコフスキ一回

車斗会、@身体と}官の発達。学刀と 惨集合午前10跨市役所 |際コンクール優勝

はO進路についてC込止白と按師の 〈手賀沼探鳥会とカウント※プログラム ンヨパン:スケル

結びつき 砂月日 11F'l13臼〈臼〕雨天中止 |ッオ第1番目短調作品20 IJスト

惨会費 2∞円 砂集会午前9跨市役所 1:巡礼の年第3年より rェステ荘
砂主催我孫子教育対話集会実行 〈明治神宮探篤会の噴水j ほか 5曲

委員会 砂舟B 刊月20臼(臼〉雨天中止 |惨日時日月13日{日}午後2時

砂問い合わせ小倉E関-7750 ・砂集会午前8時3日分我孫子駅改 |砂入場料大人1500円 高校生以

(夜題のみ〉 札口(禁車差別正代々木駅までド1000円{全自由席)

に京五-'-"- .LI.... ......- ~l @問い合わせ渡辺自日2-D521 I 1._ ， .~ _ I |第9回食生活震 ~lCJv. t:J'l""1.:. .6V，'d......UL---v;JL I I rわんぱく孫嬉窓i
-ーさせよう健康への食生活 |し尿浄化繕街頭相談II ちびっこクリスマス醐ー
健やか!己生きるだめにパ ト11 し尿浄化惜のEしい使い方や縫 | 劇伺ピッカリ康による郎、ぐる
砂日時竹月13日目〉から15臼閃 持管理などについて、し尿剤ι信 |み人形劇
午前10持から午後5時 の街頭棺談を'!?のとおり行います。| 劇を見たあとは、歌のおねえさ

砂場所柏高島屋8階 惨日持竹月9日(水〉午酎日時か lんといっしょにクリス?スソング
砂共催柏保健所、担保健所管内 ら午後3時 |を歌うコーナがあります。

集団給食研究会調理士会在宅 砂鑓所天王台マツモトキヨシ前

栄養士会保健推進委員会 惨主催柏保健所管内し尿浄化僧

|第2回ボーイスカウト農i間協議会一 一

同時帽?肥後長扇面陛l:::JsI(J)坦空塑樫』
の午前f日時から午後6時 砂臼時 11月6臼〈日〕午前9時か

砂場所伯そごう日階連絡通路 ら正午(雨天の場合、翌臼濯日〉

~'t健日本ボイスカウト干葉 砂持ち物ピ二 JL手袋、ゴミ入

県連盟東葛地区協議会 れ袋、くま手のよう芯物、長ぐっ

惨問い合わせ沢問岳山内 8408 砂場所手賞沼公霞即協守之酌碑

20 ・炉問い合わせ 木原"'84-47閃

~B跨 12丹25!l(l!) 1 I司日正午

21lil口午後3時

~入場料 8001'1 (令自由席)

砂主催教育委員会

砂問い合わせ 市民会館

惨入場券発売所 ※平I聖書庖※北

11ひらが※ダイエ殺孫子fli※7

ソクスススキ※予定w書Y占※石111春
先宇※ポピー※十尾書底※中央

公民館※市民会館内売底ひろがり

※凶書館必J~t台分li(i ※市民会館

3
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~申し込み我孫子高等技術専門

校(久寺家関4-1)百凶-6411 油一語東入会1
1成人職業訓練生募集| 会は窃和24年に発足し'15年を迎

雇用促進事業団、申央妓能開発

センターでは、決の訓練コースに

ついて申し込みを受け付けます。

砂訓練科目 白動化省力化システ

ム、二E異のlJH削と検査、新工呉材

料の使用技術、プレス機紙作業圭

任者、 i容接施工妓潟{守)、ツーJIイ

フォー工法(実授〕、建築大工袋能

検定受験準箱、クレーン運転実主主

教習、窃動式クレーン運転士免許

法験準備。

砂問い合わぜ中央技能開発セン

タ世0434-23-4622

|ボーイスカウト龍一塑劃

えました。入会希望者はご連絡く

ださい。

砂連絡先深沢H82-D560

⑮⑧⑪⑧⑧  
4島市民の方〈匿名〉から福祉のた

めにと1万93∞伺の寄!司ガありま

し疋。

事五十嵐シズヱ様〈幸わから老人

福祉センタ ヘマッサージ機の寄

島雪ガありましだ。

事我孫子ライズンズクラブ様から

チャリティーショー(カラオケ大

会〉の協賢金30万円を福祉事業仁

と寄位ガありまし定。

砂対象小学生2年生以上 4設孫子ロイヤルテニス倶楽部議
砂申し込み期限竹月末臼 から社会福枇施設整健筆金へ4万

砂申し込み方法往復ハガキに希 5210河の寄i立がありまし疋。

望者氏名、生年月日、保護者氏名、 408本信飯〈株〉様および洋伸不動

住所、電話番号、学院名、学年お

よび返信用に返送先を記入し、本

町1-3-7渡辺幸男方ボーイスカウ

ト我孫子市連絡協議会官82-1503

0刊月13巳〈臼〉午前10持より荷役

所裏山林で団ラリーを間建します。

見学を歓迎します。

産(株)様から青山台3T自の宅地

246.20m'の寄付ガありましだ。

40梅若流家元福若慕秀軽量〈東京都〕

から福祉のだめ!とと5万円の寄{す

がありましだ。
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